実践報告
１．対象学年
　　普通科１年生
２．実習にあたって
　　○　生徒の実態

1学年５クラスの学校。教科「情報A」は，１年生に2単位全員必履修で行っている。表計算ソフトについては中学校時代の授業や家庭でもほとんどの生徒は使ったことがないということであり，表計算ソフトの基礎的な操作の部分から授業を進める必要がある。
　　○　実習環境，使用ソフト等

　パソコン教室には，サーバー１台・生徒用４０台・教師用１台・教材作成用１台のコンピュータが，LANでつながっており，インターネット接続が可能である。また，授業支援ソフトでの教材ファイルの配布･回収が可能である。

３．実践内容

　　表計算ソフトの基本的な操作についての実習から入った。データの入力・編集やフォントの変更や書式設定などを行った後，基本的な関数（Sum，Average，Max，Min）を使用する演習へ進んだ。関数の演習には，条件判断（IF関数）も含めた。
　　次に，情報を分析する際に特に活用できる機能として，検索機能，並べ替え，グラフ機能を取り上げた。ここでは，分析対象の数値データを入力したワークシートを使用して，その分析を行う作業まで行った。

４．実践結果と考察
　　基本関数（Sum，Average，Max，Min）についてはできた生徒が多い。ところが，条件判断（IF関数）についてはアルゴリズム的な思考が必要な部分では，理解しにくい状況もあった。学年の初期の段階では，数値によってセルの色を変えるなど基礎的なレベルでの使用にとどめるべきである。

グラフ作成機能については，数値データから様々なグラフが瞬時に作成できる利便性に驚いていた様子である。また，各種グラフを作成し，ぞれぞれの特徴がつかめるように配慮したが，グラフによって人に与える印象が違うことを感じたようである。
５．今後の課題
　　ソフトの操作方法を指導するには，かなり時間がかかる。また，それは教科「情報」の目的ではないので，あまり深入りしないように心がけたい。生徒の理解が十分でない条件判断については生徒が興味を持てる教材の研究が必要である。
